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平成 18年４月 28日 
武庫川流域委員会 
委員長 松本 誠様 

武庫川流域委員会 
委員 伊藤益義 

 
河道対策について（提案） 

 
 武庫川における治水対策で新規ダムによる対策は、これまでの論議からみると多くの難

題を抱え実現は困難と考えます。 
 これに代わる対策として、武庫川 100 年の大計のためにも次の対策を進めるべきと考え
ます。 
① 利水ダムの治水転用 
② 下流部の積極的な引堤および堤防強化による河道対策 

洪水の影響を受けるのは下流地区が多く、この対策は下流地区で重点的に進めるべ 
きものと考えます。河道対策に内で最も効果的なものは引堤です。 

   引堤の実施に当っては河川区域を都市計画の中に折り込み、網掛け等私権制限を加 
えることが必要です。また河川対策実施のためにも河川周辺の建築、構築物その他治 
水上必要な事項については制限を加える必要があります。 
 因みに「六甲山グリーンベルト事業」では河川部局が六甲山山麓に網掛けして私権 
を制限し、土地の購入を進めています。 
 また猪名川では国交省により堤防強化が別紙の通り進められています。武庫川でも 
堤防強化を積極的に進めるべきと思います。 

以上 
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一級河川猪名川の堤防補強 

猪名川流域総合治水対策協議会 

「いながわ No.50」（06 年 3月発行）より
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